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しょめい しょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

ボリスとあおいかさ
ディック・ブルーナー／さく
かどの　えいこ／やく

講談社 Ｓｴﾎﾝ

　ボリスはあおいかさをもって、さんぽにでかけました。あめはすぐにやみ
ましたが、つよいかぜがふいてきました。びゅうびゅう！ボリスはかさと
いっしょにくものなかへとばされてしまいます。ボリスはじめんにおちてくる
まで、ぼうけんをたのしみました。

かさ
松野　正子／さく
原田　治／え

福音館書店 Ｓｴﾎﾝ

　あめがふってきた。ながぐつはいてかささしてかえろう。わたしのかさ
は、あかいかさ。きいろいかさ、あおいかさのこもいる。あめのなか、かさ
をさかさにこままわし、かさをたたんでけんだぞう。かさがないこはいれて
あげる。あめのひがたのしくなるえほんです。

かさもっておむかえ
征矢　清／さく
長　新太／え

福音館書店 ｴﾎﾝ/ﾁ

　かさをもっておとうさんをおむかえにいったかおるは、えきでふしぎなね
こにあいました。ねこにいわれるままかおるは、いろのちがうでんしゃにの
りました。のっていたのはどうぶつたちでした。かおるは、おとうさんにあえ
るのかしんぱいになってきました。

おじさんのかさ 佐野　洋子／作・絵 講談社 ｴﾎﾝ/ｻ

　おじさんのかさは、とてもりっぱ。だからあめがふってもさしません。だっ
てかさがぬれるからです。でも、かさをさしたおんなのことおとこのこが、
「あめがふったらポンポロロン」とうたいます。ほんとかな？おじさんは、た
しかめてみたくなりました。

かさどろぼう
シビル・ウェタシンヘ／さく
いのくま　ようこ／やく

福武書店 ｴﾎﾝ/ｳ

　キリ・ママはうまれてはじめてまちでかさをみました。キリ・ママは「なん
てきれいでべんりなものだろう。」とおもい、かさをいっぽんかってかえりま
した。しかし、むらにかえってひとやすみしたあとにかさがなくなっているこ
とにきがつきました。

かさの女王さま
シリン・イム・ブリッジズ／作

ユ・テウン／絵
松井　るり子／訳

セーラー出版 ｴﾎﾝ/ﾕ

　ちいさな女の子ヌットの村は、むかしからかさをつくっています。かさのも
ようは花とチョウときまっていて、まいとし、いちばんじょうずな絵つけのお
んなのひとが「かさの女王さま」にえらばれます。ヌットも絵つけをゆるされ
ますが、ほんとうにかきたいものは…。
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